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今後の展開・反省点 

 調査結果から,ベラウ古典歌謡の歌詞継承は親密な地縁・血縁関係のもと秘伝される形態から公共性

を帯びた新たな継承形態へと変容していることが明らかとなった。しかし今回の調査結果からは,なぜ

継承形態が変容したのかについて詳細に描くことができていない。また,ローカルな歌詞継承のみを検

証したため,政府レベルでの伝統文化保護政策に関する分析が十分に行えなかった。そのため今後は,ベ

ラウの社会的背景と合わせて歌詞継承の変容をみる必要がある。以上の点を課題とし,外来文化との接

触,特に統治経験がベラウ古典歌謡文化やその継承に及ぼした影響についての歴史的検証と,近年ベラ

ウ国内で活発化する伝統知識における知的財産権をめぐる議論や政策始動へのプロセスとを合わせて

検証し,古典歌謡文化がベラウ社会の中でどのように維持あるいは再定義され継承されてきたのか更に

詳しく分析を進める。 
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